
霧島市立医師会医療センター

薬剤部 DI ニュース
No. ３４９

2026年5月

免疫関連有害事象（irAE）について
免疫チェックポイント阻害薬による過度の免疫反応に起因すると考えられる

有害事象です。
全身の臓器で生じる可能性

があり発現時期を予測するの
は困難とされています。
重篤および致死的なirAEが

起こる可能性があるため治療
中及び治療後は慎重な観察が

必要です。

免疫チェックポイント阻害薬とは
免疫チェックポイント阻害剤は、がん細胞によって抑えられていた免疫
機能を再び活性化させる薬のことです

薬の種類 製品名 成分名

PD-1阻害薬 オプジーボ ニボルマブ

キイトルーダ ペムブロリズマブ

リブタヨ セミプリマブ

テビムブラ チスレリズマブ

CTLA-4阻害薬 ヤーボイ イピリムマブ

イジュド トレメリムマブ

PD-L1阻害薬 イミフィンジ デュルバルマブ

テセントリク アテゾリズマブ

バベンチオ アベルマブ

免疫チェックポイント阻害剤一覧



症状チェックリスト

最後に
irAEは早期発見・早期治療が大切です。
下記に症状チェックリストを記載していますので該当
する項目、気になる症状が現れた場合はすぐに医師・
薬剤師及び看護師等の医療スタッフに相談ください。

□ 発熱はありませんか

□ ものが二重に見えることはありませんか

□ 目がかすみませんか

□ 吐き気はありませんか

□ 口が渇きませんか

□ 動悸はありませんか

□ 少し歩いただけで息切れはありませんか

□ 手足に力が入らないことがありませんか

□ 手足がしびれませんか

□ 便に血が混じっていませんか

□ 下痢ではありませんか

□ 便秘ではありませんか

□ 体がだるくありませんか

□ 体重は減っていませんか

□ 体にむくみはありませんか

□ 体に皮疹/発疹はありませんか
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